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社
会
知
性
開
発
研
究
セ
ン
タ

ー
／
社
会
関
係
資
本
研
究
セ
ン

タ
ー
主
催
の
２
０
１
１
年
度
の

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
ア
ジ
ア
の
ソ

ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
―
実

態
調
査
を
踏
ま
え
て
―
」
が
１２

月
３
日
、
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で

開
催
さ
れ
、
基
調
講
演
と
実
態

調
査
報
告
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
た
。
研
究

者
や
学
生
の
ほ
か
一
般
市
民
ら

約
１
０
０
人
が
出
席
し
た
。

総
合
司
会
を
永
島
剛
経
済
学

部
准
教
授
が
務
め
、
は
じ
め
に

原
田
博
夫
同
研
究
セ
ン
タ
ー
代

表
（
大
学
院
経
済
学
研
究
科

長
、
経
済
学
部
教
授
）
が
活
動

実
績
を
報
告
。基
調
講
演
を『
ア

ジ
ア
・
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
（
ア
ジ

ア
全
域
を
対
象
に
し
た
比
較
世

論
調
査
）
』
を
主
宰
す
る
猪
口

孝
氏
（
新
潟
県
立
大
学
学
長
、

東
京
大
学
名
誉
教
授
）が
、「
日

本
人
と
中
国
人
の
イ
ン
ス
ク
ル

ー
タ
ビ
リ
テ
ィ
（
不
可
解
性
）

を
解
く
鍵
は
何
か
？
―
ア
ジ
ア

の
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル

の
実
証
研
究
」
を
テ
ー
マ
に
行

っ
た
。

猪
口
氏
は
新
潟
県
立
大
学
で

開
催
さ
れ
た
日
中
友
好
討
論
会

の
席
上
、
学
長
あ
い
さ
つ
を
中

国
語
で
行
い
、
中
国
側
委
員
か

ら
思
わ
ぬ
反
応
を
得
た
と
い
う

自
身
の
経
験
談
を
交
え
、
な
ぜ

日
本
人
と
中
国
人
が
お
互
い
を

誤
解
す
る
の
か
、
信
頼
に
関
す

る
世
論
調
査
や
実
験
の
知
見
を

手
が
か
り
に
考
察
し
た
。

続
く
実
態
調
査
報
告
で
は

「
発
展
す
る
ア
ジ
ア
の
ソ
ー
シ

ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
」
を
テ
ー

マ
に
、
村
上
俊
介
経
済
学
部
教

授
が
調
査
の
概
要
を
説
明
。
嶋

根
克
己
人
間
科
学
部
教
授
が
ベ

ト
ナ
ム
で
、
稲
田
十
一
経
済
学

部
教
授
が
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
実
施

し
た
社
会
関
係
資
本
に
つ
い
て

の
現
地
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結

果
を
報
告
し
、
丸
茂
雄
一
非
常

勤
講
師
が
両
報
告
の
結
果
を
踏

ま
え
た
ク
ロ
ス
分
析
を
行
っ

た
。
ま
た
、
上
田
和
勇
商
学
部

教
授
（
大
学
院
商
学
研

究
科
長
）
と
姜
徳
洙
非

常
勤
講
師
は
、
韓
国
の

釜
山
市
で
行
っ
た
社
会

的
信
頼
、
社
会
的
安
全

な
ど
に
関
す
る
調
査
の

概
要
を
報
告
し
た
。

最
後
に
原
田
代
表
が

モ
デ
レ
ー
タ
ー
を
務

め
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、

熱
心
な
意
見
が
交
わ
さ

れ
た
。

社
会
知
性
開
発
研
究
セ
ン
タ

ー
／
東
ア
ジ
ア
世
界
史
研
究
セ

ン
タ
ー
の
公
開
講
座
「
古
代
東

ア
ジ
ア
の
国
際
情
勢
と
人
流
」

が
１１
月
１９
、
２０
の
両
日
、
神
田

キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催
さ
れ
た
。

合
わ
せ
て
約
３
０
０
人
が
出
席

し
、
聴
講
し
た
。

東
ア
ジ
ア
世
界
史
研
究
セ
ン

タ
ー
の
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

「
古
代
東
ア
ジ
ア
世
界
史
と
留

学
生
」
が
文
部
科
学
省
オ
ー
プ

ン
・
リ
サ
ー
チ
・
セ
ン
タ
ー
整

備
事
業
に
採
択
さ
れ
、
今
年
度

で
５
年
目
。
本
学
が
発
見
に
大

き
な
役
割
を
果
た
し
た
『
遣
唐

使
井
真
成
墓
誌
』
を
契
機
と
し

た
研
究
も
一
つ
の
節
目
を
迎

え
、
そ
の
総
決
算
の
公
開
講
座

と
な
っ
た
。

初
日
は
土
生
田
純
之
文
学
部

教
授
の
あ
い
さ
つ
の
後
、
高
兵

兵
西
北
大
学
国
際
文
化
交
流
学

院
副
院
長
・
教
授
と
、
国
立
国

会
図
書
館
司
書
の
浜
田
久
美
子

氏
が
講
演
。

２
日
目
は
山
内
晋
次
神
戸
女

子
大
学
准
教
授
、
矢
野
建
一
文

学
部
教
授
、
鈴
木
靖
民

國
學
院
大
學
教
授
・
横

浜
市
歴
史
博
物
館
館
長

の
３
氏
に
よ
る
講
演
と

討
論
が
行
わ
れ
た
。
講

演
の
合
間
に
は
、
本
セ

ン
タ
ー
の
公
開
講
座
な

ど
に
多
数
出
席
し
た
約

３０
人
に
記
念
品
が
贈
ら

れ
た
。

ま
た
、
同
研
究
セ
ン

タ
ー
の
成
果
の
一
つ
と

し
て
日
本
・
中
国
・
朝

鮮
半
島
の
対
外
関
係
に
関
す
る

事
項
が
集
成
さ
れ
、
典
拠
と
な

っ
た
史
資
料
も
収
録
さ
れ
た
デ

ー
タ
ベ
ー
ス
『
古
代
東
ア
ジ
ア

世
界
史
年
表
』
（
同
研
究
セ
ン

タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開

中
）
を
紹
介
。
リ
サ
ー
チ
・
ア

シ
ス
タ
ン
ト
の
窪
田
藍
さ
ん
が

活
用
法
を
説
明
し
た
。

最
後
に
荒
木
敏
夫
同
研
究
セ

ン
タ
ー
代
表
（
文
学
部
教
授
）

が
「
今
回
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

は
『
東
ア
ジ
ア
』
と
い
う
枠
組

み
か
ら
日
本
と
中
国
、
朝
鮮
半

島
の
対
外
関
係
史
を
研
究
し
ま

し
た
。
多
く
の
方
に
公
開
講

座
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
参
加
し

て
い
た
だ
い
た
ほ
か
、
研
究
会

で
は
日
本
史
と
東
洋
史
の
研
究

者
が
議
論
を
交
わ
す
な
ど
、
討

論
の
場
を
提
供
で
き
た
と
自
負

し
て
い
ま
す
。
こ
の
５
年
間
の

活
動
で
出
さ
れ
た
成
果
・
提
案

を
発
展
さ
せ
、
次
に
つ
な
げ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

と
総
括
し
た
。

社
会
知
性
開
発
研
究
セ
ン
タ

ー
／
心
理
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー

（
代
表
・
長
田
洋
和
人
間
科
学

部
教
授
）
の
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
が
、
平
成
２３
年
度
文
部
科
学

省
私
立
大
学
戦
略
的
研
究
基
盤

形
成
支
援
事
業
に
採
択
さ
れ
、

最
初
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
１１
月

２７
日
、
神
田
キ
ャ

ン
パ
ス
で
開
催
さ

れ
た
（
共
催
・
日

本
基
礎
心
理
学

会
、
協
賛
・
日
本

バ
ー
チ
ャ
ル
リ
ア

リ
テ
ィ
学
会
）。

「
心
と
体
と
環

境
を
つ
な
ぐ
科

学
」
を
テ
ー
マ

に
、
心
理
学
、
脳

科
学
、
認
知
科
学

の
領
域
に
お
け
る

最
先
端
の
研
究
者
を
招
き
、
３

つ
の
講
演
と
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、
約
４０
人

が
聴
講
し
た
。

石
金
浩
史
人
間
科
学
部
准
教

授
の
趣
旨
説
明
に
続
き
、
北
崎

充
晃
豊
橋
技
術
科
学
大
学
大
学

院
准
教
授
は
「
バ
ー
チ
ャ
ル
リ

ア
リ
テ
ィ
か
ら
リ
ア
リ
テ
ィ
を

考
え
る
」
と
題
し
、
知
覚
・
認

知
実
験
で
得
ら
れ
る
知
見
か
ら

心
理
科
学
の
位
置
づ
け
を
探
っ

た
。唐

山
英
明
富
山
県
立
大
学
准

教
授
は
「
ブ
レ
イ
ン
ラ
イ
フ
ロ

グ：

身
体
運
動
時
脳
波
に
よ

る
環
境
セ
ン
シ
ン
グ
の
試
み
」

と
題
し
、
脳
波
計
測
を
デ
ジ
タ

ル
デ
ー
タ
と
し
て
記
録
し
、
脳

情
報
を
解
読
す
る
ブ
レ
イ
ン
ラ

イ
フ
ロ
グ
の
手
法
と
、
脳
活
動

を
利
用
し
た
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー

ス
技
術
の
可
能
性
を
紹
介
。

繁
桝
博
昭
高
知
工
科
大
学
准

教
授
は
「
脳
活
動
情
報
か
ら
心

を
読
む
」と
題
し
、ｆ
Ｍ
Ｒ
Ｉ
や

脳
波
で
計
測
し
た
脳
情
報
か

ら
、
脳
の
ど
の
部
分
が
知
覚
処

理
に
か
か
わ
っ
て
い
る
の
か
を

解
析
す
る
研
究
に
つ
い
て
報
告
し
た
。

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

に
は
▽
佐
藤
隆
夫
東
京
大
学
大

学
院
教
授
（
日
本
心
理
学
会
理

事
長
・
日
本
基
礎
心
理
学
会
理

事
長
）
▽
池
田
ま
さ
み
十
文
字

学
園
女
子
大
学
准
教
授
▽
原
澤

賢
充
氏
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
技
術
研

究
所
）
も
出
席
し
、
活
発
な
意

見
交
換
が
行
わ
れ
た
。

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
「
融
合

的
心
理
科
学
の
創
成：

心
の

連
続
性
を
探
る
」
を
研
究
テ
ー

マ
に
、
こ
れ
ま
で
蓄
積
さ
れ
た

さ
ま
ざ
ま
な
心
理
学
に
お
け
る

研
究
成
果
を
尊
重
し
な
が
ら
、

研
究
対
象
や
領
域
に
よ
っ
て
点

在
す
る
知
見
を
柔
軟
か
つ
合
理

的
に
結
び
つ
け
、
種
々
の
「
心

の
連
続
性
」
を
明
ら
か
に
す
る

こ
と
で
、
心
理
学
の
再
統
合
に

取
り
組
み
、
一
つ
の
学
問
体
系

と
し
て
の
融
合
的
心
理
科
学
を

創
成
し
、
一
貫
し
た
心
理
学
の

研
究
お
よ
び
教
育
へ
と
つ
な
げ

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

平
成
２４
年
３
月

卒
業
予
定
の
在
学

生
で
、
卒
業
要
件

を
満
た
し
た
の

ち
、
平
成
２４
年
４

月
か
ら
在
学
期
間

の
延
長
を
希
望
す

る
者
に
対
し
て
、

全
学
部
（
一
部
・

二
部
）
共
通
の
卒

業
延
期
制
度
を
実

施
し
ま
す
。

こ
の
制
度
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
事
由
に
よ
り
、
卒
業
要
件

単
位
を
修
得
し
て
も
な
お
、

更
な
る
自
己
の
キ
ャ
リ
ア
ア

ッ
プ
や
資
格
取
得
を
目
指
す

と
い
う
明
確
な
目
標
を
持
っ

て
、
本
学
で
の
勉
学
を
継
続

し
た
い
と
い
う
、
強
い
意
志

を
持
っ
た
学
生
諸
君
に
対

し
、
そ
の
道
を
開
く
も
の
で

す
。な

お
、
詳
細
に
つ
き
ま
し

て
は
、
教
務
課
掲
示
板
、
二

部
事
務
課
掲
示
板
及
び
専
修

大
学
ポ
ー
タ
ル
に
て
お
知
ら

せ
し
て
い
ま
す
。

（
教
務
課
・
二
部
事
務
課
）

公公
開開
講講
座座
情情
報報

大大
学学
院院
商
学
研
究
科
・
商
学

研
究
所
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
東
日
本
大
震
災
へ
の
企
業

の
対
応
と
復
興
へ
の
展
望
」

▽
日
時
∥
１
月
１９
日
（
木
）

１３
時
３０
分
～
▽
場
所
∥
神
田

キ
ャ
ン
パ
ス
７
３
１
教
室
▽

パ
ネ
リ
ス
ト
∥
榊
原
健
郎
氏

（
ラ
イ
オ
ン
㈱
執
行
役
員
・

ヘ
ル
ス
ケ
ア
事
業
本
部
長
）

／
廿
楽
光
正
氏
（
イ
オ
ン
㈱

グ
ル
ー
プ
総
務
部
部
長
）
／

上
田
和
勇
商
学
研
究
科
長
・

教
授
▽
モ
デ
レ
ー
タ
∥
渡
辺

達
朗
商
学
研
究
所
長
・
教
授

▽
聴
講
無
料


商
学
研
究
所

世
間
、メ
デ
ィ
ア
、キ
ャ
ン
パ

ス
に
お
い
て
直
面
す
る
、「
現
代

社
会
の
言
葉
の
劣
化
と
縮
減
」

に
警
鐘
を
打
ち
鳴
ら
す
書
。

サ
ッ
カ
ー
、
会
社
内
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
写
真
芸
術
、

そ
し
て
日
本
の
政
治
な
ど
様
々

な
事
例
を
引
き
な
が
ら
、
「
た

く
さ
ん
の
言
葉
を
使
う
と
色
々

な
こ
と
の
水
準
が
上
が
る
」
と

呼
び
か
け
て
い
る
。
著
者
は
政

治
学
と
り
わ
け
現
代
デ
モ
ク
ラ

シ
ー
論
を
専
門
と
す
る
が
、
そ

も
そ
も
こ
れ
を
「
デ
モ
ク
ラ
シ

ー
以
前
」
の
問
題
と
し
て
提
起

し
て
い
る
。

一
見
タ
イ
ト
ル
は
過
激
だ

が
、
読
み
進
め
る
と
こ
れ
が
言

葉
で
連
帯
を
呼
び
か
け
る
「
愛

の
書
」
で
あ
る
と
わ
か
る
。
（
亜

紀
書
房
・
本
体
価
格
１
６
０
０

円
＋
税
）

著
者
（
お
か
だ
・
け
ん
じ
）

∥
法
学
部
教
授
。
主
な
担
当
科

目
「
政
治
学
の
基
礎
」。

「
言
葉
が
足
り
な
い
と
政
治

的
仲
間
作
り
が
で
き
ず
マ
ス
・

メ
デ
ィ
ア
の
言
い
な
り
に
な

る
」
と
呼
び
か
け
る
、
前
著
『
言

葉
が
足
り
な
い
と
サ
ル
に
な

る
』
の
「
政
治
編
」
。
政
治
ウ

オ
ッ
チ
ン
グ
に
際
す
る
言
語
や

理
解
の
共
有
を
目
指
そ
う
と
呼

び
か
け
る
日
本
政
治
の
入
門
書

で
あ
る
。

「
政
治
責
任
」「
国
家
」「
政
治

主
導
」「
バ
ラ
マ
キ
」「
サ
ヨ
ク
」

「
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
」な
ど
、よ
く

わ
か
ら
ず
に
惰
性
で
使
っ
て
い

る
言
葉
の
ポ
イ
ン
ト
を
解
説

し
、
読
者
を
誤
解
か
ら
救
い
出

そ
う
と
し
て
い
る
。
ツ
イ
ッ
タ

ー
や
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
と
い
っ

た
新
た
な
メ
デ
ィ
ア
が
台
頭
す

る
今
こ
そ
必
読
の
書
。

（
亜
紀
書
房
・
本
体
価
格
１
６

０
０
円
＋
税
）

著
者
（
お
か
だ
・
け
ん
じ
）。

昨
年
３
月
―
―
。
東
日
本
大

震
災
は
、
巨
大
な
揺
れ
と
大
津

波
に
よ
っ
て
２
万
人
以
上
の
犠

牲
者
を
出
し
た
。
原
発
事
故
が

加
わ
り
、
国
民
に
戦
後
最
大
の

精
神
的
シ
ョ
ッ
ク
を
与
え
た
。

そ
れ
以
後
各
地
で
起
き
る
余

震
。
全
国
民
は
地
震
が
い
ま
だ

収
束
に
向
か
わ
ず
、
再
び
大
地

震
に
見
舞
わ
れ
る
の
で
は
と
い

う
不
安
を
増
大
さ
せ
て
い
る
。

そ
う
し
た
状
況
下
、
被
災
者
は

復
興
に
立
ち
上
が
っ
て
い
る
。

地
震
史
研
究
は
、
本
震
に
と
ど

ま
ら
ず
、
余
震
も
含
め
た
長
い

ス
パ
ン
の
研
究
が
重
要
だ
が
、

残
念
な
が
ら
こ
う
し
た
関
心
か

ら
の
研
究
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。

本
書
は
震
度
５
、
６
と
い
う

余
震
が
７
年
も
続
い
た
１
８
４

７
年
（
弘
化
４
）
３
月
に
起
き

た
善
光
寺
大
地
震
に
遭
遇
し
た

７５
歳
の
農
民
（
中
条
唯
七
郎
）が

書
い
た
８０
日
間
の
記
録
を
紹
介

し
、
絶
え
間
な
く
起
こ
る
余
震

を
生
き
抜
く
民
の
姿
を
再
現
、

地
震
史
研
究
に
新
し
い
方
向
を

示
し
た
。

校
註
者
（
あ
お
き
・
み
ち
お
）

∥
元
文
学
部
教
授
、
専
修
大
学

史
編
集
主
幹
。

５年間研究の集大成に

▲ 活発な意見交換が行われた

パネルディスカッション

卒業延期制度について

▲ データベース『古代東

アジア世界史年表』の

活用法が説明された

「古代東アジアの国際情勢と人流」「古代東アジアの国際情勢と人流」

東アジア世界史研究センター・公開講座東アジア世界史研究センター・公開講座

言
葉
が
足
り
な
い
と

サ
ル
に
な
る

現
代
ニ
ッ
ポ
ン
と
言
語
力

岡
田

憲
治
著

▲ ５年間の総括を述べる荒木代表

社
会
関
係
資
本
研
究
セ
ン
タ
ー
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

社
会
関
係
資
本
研
究
セ
ン
タ
ー
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

社会知性開発研究センター・シンポジウム・公開講座社会知性開発研究センター・シンポジウム・公開講座

「
ア
ジ
ア
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
」

猪
口
孝
氏

が
基
調
講
演

静
か
に「
政
治
」の

話
を
続
け
よ
う

岡
田

憲
治
著

心
理
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー
・
第
１
回
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

心
理
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー
・
第
１
回
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

▲ プロジェクトの概要を

説明する石金准教授

「
心
と
体
と
環
境
を
つ
な
ぐ
科
学
」

３
つ
の
領
域
か
ら
分
析

善
光
寺
大
地
震
を

生
き
抜
く

現
代
語
訳
『
弘
化
四
年
・

善
光
寺
地
震
大
変
録
』

▲ 壇上は実態調査報告を行う稲田教授

▲ パネルディスカッション

青
木

美
智
男
校
註
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